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【概 要】

本研究は、現代人起源論争の最大の舞台である西アジア死海地溝帯にかつて生存

していたネアンデルタール（２０?４万年前 、プロトクロマニョン（１０?４万年）

前 、クロマニョン（４万年前?）を取り上げ、いまだに議論の絶えない彼ら三者の）

間柄を、①同地域で蓄積されてきた考古資料及び化石人骨資料の総合的・多面的・

先端的な解析分析、②多数のネアンデルタール人骨の発見されたデデリエ洞窟の調

査によって検討し、現世人類の起源に関して新しい具体的モデルの構築を目指す。

本研究の中核をなすシリア・デデリエ洞窟の発掘調査を１５シーズンにわたって

実施し数多くの重要な学術データを蓄積してきた。本研究は、これまでに蓄積した

学術データを集大成するとともに、デデリエ洞窟の新データと他遺跡関連資料との

比較研究を通して、４万年前の西アジアで何が起こったのか、ネアンデルタール社

会に何が起こったかを論じ、現世人類の起源論争に対して新たな視点を呈示する。

【期待される成果】

ネアンデルタール・プロトクロマニョン・クロマニョンの系譜関係の解明に向け

て、化石人類の頭骨・脳の仮想精密復元に関する方法技術の確立とともに、同技術

をもって復元される三者の精密復元頭骨及び仮想復元脳をもって、彼らの行動・頭

骨・脳の三要素の有機的関係を検証する。特に、頭骨・脳の左右差と行動の所産物

との関係を検証し、言語能力獲得の歴史的背景についての新知見の創出を目指す。
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